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はじめに：　
「全国の⚑⚕歳未満の「子ども人口」は⚑，⚖⚔⚙万人で、前年より⚑⚕万人減ったと総務省が⚔日、
発表した。⚓⚒年連続の減少で、統計がある⚑⚙⚕⚐年以降の最低を更新。総人口に占める割合は
⚑⚒．⚙％だった。」⚑　一方、「総務省は⚑⚖日の「敬老の日」に合わせて日本の高齢者人口の推計
（⚙月⚑⚕日現在）を発表した。⚖⚕歳以上の高齢者が総人口に占める割合は⚒⚕．⚐％（前年比⚐．⚙
ポイント増）となり、総人口の⚔人に⚑人が高齢者となった。高齢者人口は前年比⚑⚑⚒万人増
の⚓，⚑⚘⚖万人で、最高を更新した。」⚒
深刻な少子・高齢化が地方人口の過疎化に拍車をかけた主な原因の一つである。どのよう
にして地域の活性化を図るかが各地方自治体にとって最も重要な課題となった。そのなか
で、有・無形文化財や地域資源などで観光客、工場・企業、長期定住者の誘致に結び付ける
ことをめざしているところが多く見られる。特に既に消えていた町の伝統的な習俗を復活さ
せた事例が増えてきている。近年、日本人が最も大切にしてきた通過儀礼の一つである厄年
儀礼を活かして地域活性化を図る自治体も現れた。
⚑⚙⚐⚘年にA・ファン・ジェネップ（Arnold van Gennep ⚑⚘⚗⚓−⚑⚙⚕⚗）は人の一生に、妊娠
から誕生、生育、成人、結婚、死などの折節は人生の区切りに例えて、その通過時に行う儀
式を「通過儀礼（les rites de passage）」と呼んだ。それ以来、日本の民俗学者や人類学者や
社会学者などがこの用語を使うようになってきた。通過儀礼の考察は単なる儀礼だけではな
く家族、親族、地域関係や広い社会問題や宗教なども深く繋がっている。通過儀礼の研究範
囲の広さが伺われる。
一方、通過儀礼の一つである厄年儀礼は、平安時代に中国から日本に伝えられてきたとさ
れているが、その原因は、主に「身体と精神上の変化の区切」、「干支説（生れた年の干支を
前についた厄を祓わないといけない）」、「語呂合わせの影響（特に男子の⚔⚒歳が「死に」と、
女子の⚑⚙歳が「重苦」、⚓⚓歳が「散々」に通ずる語呂合わせ）」の四通りがあると言われてい
る。一般的に男性は、⚒⚕、⚔⚒歳で女性は、⚑⚙、⚓⚓歳の人生の節目に災厄がふりかかりやすい
と言われる。そのため、厄年には、身を慎んで何事も注意して厄払い、厄除け、もしくは厄
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落としの儀式を行わなければならないと考えられている。地域によって厄年とされている年
齢及び厄払い儀礼が異なっている。女性の⚑⚓，⚓⚗歳、男女の厄年（男性の⚒⚕，⚔⚒歳、女性の
⚑⚙，⚓⚓歳は本厄）の前後⚑年（前厄・後厄）及び長寿祝いの還暦（⚖⚑歳）、古希（⚗⚐歳）、喜
寿（⚗⚗歳）、米寿（⚘⚘歳）、白寿（⚙⚙歳）などが厄年と記されているところもある。厄年は、
すべて数え年を用いているのが通常である。
厄払い方法について、渡辺千佳子は、以下の⚑⚒種の方法にまとめている。「⚑．神事に直接に
参与する。⚒．村内や近郷の社寺に詣でる。⚓．年頭の行事で重要な役を担う。⚔．身についた物
を捨てる。⚕．物を撒く。⚖．物を配るとか与える。⚗．人を招いて振る舞う。⚘．厄年の者同士で
祝い合う。⚙．新築、増築を行う。⚑⚐．赤い色のものを身につける。⚑⚑．親や子、親類から身に
つけるものをもらう習わし。⚑⚒．年重ね・年直し。」⚓それ以外に、筆者は現地調査で以下の厄
払い方法を発見した。「⚑．厄男が弓を引いて悪鬼を象徴する八角凧を射る（愛知県西尾市一色
町佐久島）　⚒．厄年払いとして厄年同士が東方へ旅行に行く。西は仏の世界と言われている
（愛知県南知多町日間賀島、三重県鳥羽市答志島）⚓．厄年歌を歌う（三重県鳥羽市坂手島、菅
島、答志島）　⚔．同じ厄年夫婦の間で生まれた赤ちゃんを「捨て子」にする（三重県志摩市
浜島町）」。
厄年に関する先行研究については、柳田国男、倉田一郎、瀬川清子の「役年説（厄年神役）」、
新谷尚紀の「厄払い贈与（贈与により厄をなくす）」説、井之口章の「厄年の共同飲食（共食
により厄を分散させる）」説、宮田登、佐々木勝の「生命力の更新説」及び波平恵美子の「現
代のライフサイクル説」などがある。
本調査研究は、全国に一つしかない三重県松阪市「厄参り宝恵駕篭道中行列」を取り上げ
て厄年儀礼という伝統文化の継承を図り、地域の振興に繋げることを目的とする。本論の調
査方法について以下のように四つの方法で行った。⚑．地元の人々に聞き取り調査を行う。⚒．
地元の人々にアンケート調査を行う。⚓．現地の厄参りの道中行列に参加して観察調査を行
う。⚔．資料の調査、分析：厄年や「厄参り宝恵駕篭道中行列」などに関する町史や資料から
分析する。
⚑．松阪市厄参り宝恵駕篭道中行列を事例として
海に接する三重県では、県民は古くから「厄」に対する意識が強かった。「板一枚の下に地
獄がある」との言い伝えがあるように海に携わる仕事は、常に危険を伴っている。そのため、
漁村がたくさん点在している三重県では、信仰心の強い県民が多い。その一例として他地域
では、出産後の宮参りは、男女とも子どもが生後の約⚑カ月に神社で行うのが一般的である
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が、松阪市における宮参りの風習は、『松阪市史』に書かれているように「～婦人子を胎、着
帯の前、宮参及所々の山神に社参し、詔願望井朝田寺に詣で、地蔵を拝す。着帯より産後七
十五日迄、神社に不詣、産子百十日の穢を過ぎて初て産神ニ社参シ、及親睦に謁すれは麻に
銭を貫キて産子を祝ふ。」⚔　松阪市における宮参りは、子どもが生後の⚗⚕日（男子）と⚑⚕⚐日
（女子）である。また、伊勢神宮の玄関でもある松阪市では、県外からの参拝者が多く三井家
の創業者三井高利のような伊勢商人も輩出した。中核都市になっていた松阪市は、江戸時代
から昭和までに西廓（川井町）と東廓（愛宕町）という遊郭が有名であったが、昭和三十三
年（⚑⚙⚕⚘年）に売春禁止法の実施によって次第に没落した。東西遊郭が盛んな時期に松阪市
の岡寺山継松寺で営まれる「初午大祭」に行事の一環として昭和三十五年（⚑⚙⚖⚐年）頃まで
は「厄参り宝恵駕篭道中行列」という女性の厄払いを中心にした厄参り道中行列を行ってい
た。その当時に駕篭に乗っていた女性は、⚑⚙歳の厄年の芸妓見習いであった。この行事の起
源は、明治時代に岡寺の住職が大阪市天王寺の住職との親交で大阪の夏祭りである「愛染ま
つり」を取り入れて始まった行事であった。⚕⚒⚐⚐⚙年⚓月⚑日に呉服商をはじめとした有志者
が組織した実行委員会が約⚔⚙年間中断していたこの道中行列を復活させた。「初午大祭」は、
⚗月の松阪祇園まつり、⚑⚑月の氏郷（うじさと）祭りと並んで松阪三大祭りと呼ばれている。
「厄参り宝恵駕篭道中行列」の復活により、初午大祭がいっそう盛大になった。
⚑）．松阪市宝恵駕篭道中行列の進行について
松阪市宝恵駕篭道中行列は、家族の「絆」をテーマにして⚒⚐⚑⚒年⚓月⚑⚐日の初午大祭の期
間に行われた。一般的に松阪市の習俗として厄年の年齢は、男性が⚒⚕，⚔⚒，⚖⚑歳で女性が
⚑⚙，⚓⚓，⚖⚑歳であるとされているが、宝恵駕篭の乗り手応募者⚑⚒⚐名の中から抽選で満年齢
か、数え年に拘らず前厄と後厄を含む⚑⚗～⚑⚙歳，⚓⚓歳，⚓⚗歳，⚖⚑歳の女性及び七五三の年齢
に当たる子ども（男女）が⚔⚒名（女性⚒⚘名と子ども⚑⚔名）を選んだ。午後⚒時に八雲神社か
ら出発して日野町ファミリーマート、松阪駅、日野町交差点、ゆめの樹、浜口農園、和田金
を経て午後⚔時頃に岡寺に着く。行列は、和太鼓団が先頭となり、花飾りの駕籠⚔台と子ど
も駕籠⚒台で計⚖台の駕籠に着物姿の女性など約⚒⚐⚐名とスタッフ約⚑⚐⚐名が法螺貝が吹かれ
る中、「ホエカゴ、ホイ」のかけ声と共に約⚒⚐⚐メートルの行列で約⚓キロを練り歩いた。そ
の行進の間、宝恵駕篭の乗り手を⚗回入れ替えた。「松阪初午大祭宝恵駕篭道中行列フオト
コンテスト」も同時に開催された。
⒢ 松阪市史編さん委員会『松阪市史』第⚑⚐巻、勁草書房、⚑⚙⚘⚓．p．⚕⚓．
⒣ 三重県の情報サイト「とうけい」「松阪で⚖⚐年ぶり復活「宝恵駕篭道中行列」⚒⚐⚐⚙．⚑．⚒⚘．
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⚒）．松阪市宝恵駕篭道中行列における厄年・厄除けの関わりについて
古くから立春を迎え、農作業が始まる旧暦⚒月の初午は、最も運気が高いため、商売繁盛、
五穀豊穣を祈願する初午祭りが全国各地の稲荷神社で行われてきた。一方、宝恵駕篭道中行
列の開催地となっている岡寺山継松寺は、通称岡寺観音で聖武天皇四十二歳の厄年の時に厄
除観音の「如意輪観音菩薩」を寺に奉り祈願したことから日本で最も古い厄よけ寺として全
国各地に知られている。初午大祭の三日間に岡寺で一般市民における厄払いの祈祷を行って
いる。
それ以外に「袖を振って厄を落とす」、「袖を振って幸せを招き寄せる」などの言い伝えの
ように厄落としと幸せを呼ぶために振り袖や留め袖姿で参拝に来る女性も多い。また、厄を
はじき去るという厄除けの郷土玩具「猿はじき」、厄をねじり落とすという伝統菓子の「ねじ
おこし」及び「厄除け饅頭」を求める参拝者も多く見られる。猿は、語呂合わせて「難を去
る」、「災いを去る」、「厄を去る」という意味が込められている。また、猿が馬厩の守り神で
あるという信仰は古くから伝えられてきた。そしてお寺の香炉の前で線香の煙を体にかけて
厄払い祈願を行う老若男女もたくさん見られる。さらにハンカチを竹かごに投げ入れて厄落
とす女性も多い。
⚒．松阪市宝恵駕篭道中行列と他地区の宝恵駕篭道中行列の比較について
古くから宝恵駕篭道中行列は、日本各地で行われてきた。一部の地域では、その伝統風習
は既に消えている。以下のように現在でも行われている他地区の宝恵駕篭道中行列をまとめ
た。
他地区の宝恵駕篭道中行列について⚖
⒤ 三重県の情報サイト「とうけい」「松阪で⚖⚐年ぶり復活「宝恵駕篭道中行列」⚒⚐⚐⚙．⚑．⚒⚘．
 あべの経済新聞「大阪三大夏祭り「愛染まつり」始まるー宝恵駕籠パレードで盛り上がる」⚒⚐⚑⚒．⚖．⚓⚐．
 朝日新聞「商売繁盛で笹もってこい！大阪・北新地宝永駕籠行列」⚒⚐⚑⚒．⚑．⚘．
 京都新聞社「宝恵かご行列、華やか福まく　長浜で十日戒」⚒⚐⚑⚒．⚑．⚑⚒．
 なんば経済新聞「宝恵駕籠行列、「サントリー地域文化賞」受賞―商店街の団結を評価」⚒⚐⚑⚒．⚘．⚒⚕．
特徴歴史祈願内容場所・規模主催・名前・時間
女優、俳優、タレン
ト、有名人、福娘な
どが行列に参加
江戸時代から始め
た。戦後に途絶え
た。1966年に復活
商売繁盛、文化の
力を借りて、大阪
ミナミの環境浄
化・活力再生を！
大阪ミナミの中心
部、福娘や芸能関
係者や著名人ら約
500名
大阪市今宮戎神
社、「十日戎」の宝
恵駕籠行列：2012
年1月10日
商売繁盛を祈願し
て福笹を持ち帰る
江戸時代から始め
た。1938年に途絶
えた。2007年に復
活
『堂島・北新地えび
す詣招福行列』で
商売繁盛と福を祈
願
北新地から同天満
宮まで招福娘、芸
妓、噺家など約100
名
大阪市天満宮、「十
日戎」の宝永籠行
列：2012年1月8日
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以上のように松阪市厄参り宝恵駕篭道中行列は、他地区の宝恵駕籠行列と較べると、同じ
花街文化から生まれてきた習俗であることが分かった。かつて、芸妓たちが盛装して駕籠に
乗り、寺院へ参拝に行くのは、宝恵駕籠行列が起源であると思われる。また、宝恵駕篭行列
は、すべて江戸時代（年号：宝永）から始められたが、途中で途絶えた。地域の活性化及び
伝統文化の伝承のためにそれぞれ復活したものと思われる。一方、他地区の宝恵駕篭行列
は、商売繁盛祈願と異なって松阪市の場合は、全国で唯一の厄参り宝恵駕篭行列である。そ
の特徴を生かして国内のみではなく世界へもっと宣伝すればよい。国際化した現在では、外
国人に日本文化を理解してもらい、そして外国人と触れ合う機会を創出するという観点から
みると、何らかの形で在日外国人にも呼びかけ宝恵駕篭行列に参加してもらう工夫が必要で
あると思われる。現在では、愛染まつりの宝恵駕籠行列のみは、毎年外国人留学生の参加者
が愛染娘として参加している。その他、ここで注目すべきことは、大阪市今宮戎神社の宝恵
駕籠行列は、⚒⚐⚑⚑年に第⚓⚓回「サントリー地域文化賞」を受賞した。そして⚒⚐⚐⚑年に大阪市
愛染まつりの宝恵駕籠行列の掛け声は大阪府、財団法人大阪⚒⚑世紀協会によって「⚒⚑世紀に
残したい大阪の音風景」に選定された。このように宝恵駕篭道中行列は、地域社会・文化に
多大な貢献をしていることが明白である。また、受賞していない厄参り宝恵駕篭道中行列な
どはさらなる努力が期待される。
⚓．アンケート調査からみた松阪市民の厄年意識：
⚒⚐⚑⚒年⚑⚒月に松阪ロータリークラブ、松阪東ロータリークラブ、松阪山桜ロータリークラ
ブの⚓ロータリークラブに「松阪市民における厄年儀礼の意識調査について」のアンケート
の実施を依頼した。最終的に合計⚕⚗名の会員から回答を得た。その内訳は松阪ロータリーク
ラブ⚒⚕名、松阪東ロータリークラブ⚑⚔名、松阪山桜ロータリークラブ⚑⚘名であった。回答者
の年齢は、⚓⚐代⚑名、⚔⚐代⚘名、⚕⚐代⚑⚒名、⚖⚐代⚒⚓名、⚗⚐代⚘名、⚘⚐代⚑名、無記入⚔名で
ミス愛染娘を決め
る愛嬌コンテスト
を開催
江戸時代から始め
てきた風習
良縁成就・縁結び・
夫婦和合に商売繁
盛
ＪＲ天王寺駅から
愛染堂勝鬘院ま
で、愛染娘・愛染組
など約100名
大阪市愛染堂勝鬘
院、愛染まつりの
宝 恵 駕 籠 行 列：
2012年6月30日
祭り期間に神社内
でどんど焼きが行
われる
江戸時代から始め
たが、1938年に途
絶えた。1996年に
復活
商売繁盛（福神楽
つき神矢、鏑矢を
求める人々が多
い）
姫路駅前や商店
街、福娘と宝船の
宝恵駕籠行列で約
400名
兵庫県姫路市播磨
国総社、初ゑびす
祭の宝恵駕籠行
列：2012年1月16日
福娘5名を選ぶ。行
列進行道中及び神
社内で市長、福娘、
巫女が福もちを撒
く
昔、「芸豊連」と呼
ばれた長浜の芸妓
が乗っていたが、
1966年に商店会な
どが復活
商売繁盛、福を祈
願
同神社から同市宮
前町の長浜八幡宮
を往復、えべっさ
ん役の市長、福娘
など約50名
滋賀県長浜市長浜
恵比須宮（豊国神
社）、「十日戎」の宝
恵駕籠行列：2012
年1月10日
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ある。性別は男性⚔⚗名、女性⚑⚐名である。職業は、会社役員⚑⚗名、自営業⚑⚒名、建設業⚕名、
サービス業⚔名、税理士⚒名、販売業⚒名、獣医⚑名、主婦⚑名、金融業⚑名、介護業⚑名、
製造業⚑名、林業⚑名、無職⚒名、無記入⚖名であった。回答者は⚔⚐代～⚗⚐代の会社役員と
自営業が中心となっている。以下、アンケート結果のまとめである。
⚑）．厄年の年齢を知っていますか？「はい」、「いいえ」、知っている人は、その年齢を教えて
ください。
「はい」と答えた人は、⚕⚔名（⚙⚔．⚗％）で「　いいえ」と答えた人は僅か⚓名（⚕．⚓％）で
ある。ほとんどの人は、厄年の年齢を知っているが厄年の年齢については、以下の表のよう
にかなり異なっている。全部で⚓⚑通りの答えがあった。項目⚑～⚖及び項目⚓⚑の無記入以外
に項目⚗～⚓⚐までは、それぞれ⚑名の答えがあった。厄年の年齢は、はっきり認知されてい
ないことが分かった。ちなみに、岡寺のホーム頁で公開した厄年年表は、数え年で男性の⚒⚕、
⚔⚒歳、女性の⚑⚙、⚓⚓歳、そして男女とも⚖⚑歳（還暦）、⚗⚐歳（古希）、⚗⚗歳（喜寿）、⚘⚘歳（米
寿）、⚙⚙歳（白寿）などである。⚗
厄年の年齢について
⒥ 岡寺継松寺: http://www.okadera.com/cgi-bin/okadera/siteup.cgi?category=2&page=2
年齢項目年齢項目年齢項目
女：19，33，6123男：42，60女：19，33，6012
男：24，42，60，
女：19，33，60（6名）1
42，60，7024男：25，33，42女：1913
男：25，42，60，
女：19，33，60（6名）2
24，42，6025男：42，60女：19，3314
男：25，42
女：19，33（4名）3
19，4226男：26，42女：19，3315
男：42
女：33（4名）4
33，4227男：42女：3316男：42，60（3名）5
6028男：25，42，61，77，88，9917男：42，61（2名）6
4229男：25，42，6018男：25，41，42，61女：19，32，33，617
4130男：24，4219男：25，42，61，女：19，33，37，618
無記入：8名31男：24，6020男：25，42，61，女：19，33，619
女：19，33，42，6021男：25，42，61，女：18，33，6110
女：19，33，4222男：24，42，60，女：19，33，5011
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⚒）．厄年を気にしますか？「はい」か「いいえ」また、それぞれ理由三つを教えてください。
「はい」と答えた人は、⚒⚐名（⚓⚕％）で、「いいえ」と答えた人は、⚓⚑名（⚕⚔．⚔％）で無記
入は、⚕名（⚘．⚗％）でどちらでもないと答えた人は、⚑名（⚑．⚗％）である。厄年を気にし
ない人が多くみられる。「いいえ」と答えた人の理由は、⚑．科学的根拠がない。⚒．自分の性
格。⚓．近くに事例がない。⚔．仕事が忙しくて考える時間がなかった。⚕．風習に興味がない。
などが挙げられる。一方、「はい」と答えた人の理由は、⚑．病気にならないか。⚒．事故などに
遭わないか。⚓．自分の周辺に変化などが起きないか。⚔．よくないことが起こるかもしれな
い。⚕．昔からの言い伝え。⚖．世間の流れ。⚗．メティアの情報。⚘．加齢、責任、健康。などで
ある。
⚓）．厄年のときに何か悪いことが起りましたか？
「はい」と答えた人は、⚑⚐名（⚑⚗．⚕％）で「いいえ」と答えた人は、⚔⚓名（⚗⚕．⚔％）で無記
入は、⚔名（⚗％）であった。「はい」と答えた人は、ᾇ．⚒⚕歳の時に父が亡くなった。そし
て胃潰瘍を患った。ᾈ．⚔⚑歳の時に母が亡くなった。ᾉ．自動車事故（人身）ᾊ．大きな病気に
なった。ᾋ．母が病気で倒れた。ᾌ．⚒⚔歳の時に入院した。などの悪いことが起こった。アン
ケートの結果によると人の一生における節目である厄年には、健康・精神面の問題及び身内
の不幸が起こりやすいとは言えないことが明らかになった。
⚔）．厄年に厄払いをしましたか？「はい」、「いいえ」。「はい」と答えた人は、⚕・⚖・⚗・⚘
の質問をお願いします。
「はい」と答えた人は、⚔⚙名（⚘⚕．⚙％）で「いいえ」と答えた人は、僅か⚖名（⚑⚐．⚕％）で
無記入は、⚒名（⚓．⚕％）であった。厄年を気にしない人は、⚓⚑名（⚕⚔．⚔％）なのに対して厄
年に厄払いを行った人は、⚔⚙名（⚘⚕．⚙％）にも達した。即ち、厄年を気にしなくても厄を乗
り越えて無事祈願のために、厄払いを行う人が多くみられる。
⚕）．厄年に厄払いをどこで行いましたか？
厄払いの場所については、岡寺（⚓⚐名）、神社（⚑⚑名）、寺（⚕名）、無記入（⚒名）、寺院
（⚑名）との答え順であった。松阪市民にとって厄年における厄払い場所は、岡寺がやはり一
番多かった。
⚖）．厄年に厄払いは何を行いました？
「岡寺へお参りにして祈祷してもらった」と答えた人は、一番多くて⚒⚓名であった。⚒番目
は、「厄祝の記念品を配った」の⚘名で、「友人を呼んで厄払いの食事会を行った」は、⚗名
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で⚓番目であった。その次は、「神社でお祓いを行った」の⚕名で、「ハンカチを落とした」
は、⚒名で、最後は、「餅撒きを行った」の⚑名で、無記入は、⚑⚑名であった。
⚗）．厄払いの目的を教えてください。
厄払いの目的は、厄払い・厄落とし（⚙名）、健康（⚘名）、風習（⚔名）、悪いことが起き
ないように（⚔名）、平安無事（⚔名）、自分の厄を周りの人に分けてもらう（⚓名）、気休め
（⚑名）、縁起（⚑名）、身心共に健全に過ごせますよう（⚑名）、無記入（⚒⚒名）との回答が
あった。
⚘）．厄払い祈祷料はいくら払いましたか？
厄払い祈祷料の質問には、⚑万円（⚑⚒名）、⚕千円（⚖名）、⚓千円（⚔名）、⚓万円（⚓
名）、⚒千円（⚒名）、千円（⚒名）、⚒千円（⚑名）、百円（⚑名）、無記入（⚑⚖名）の順と
なっている。祈祷料は、決まりがなく平均的に高いと思われる。ちなみに、岡寺の初午大祭
の期間における祈祷料は、⚓千円以上となっている。
⚙）．厄年の時に厄除けグッズを持ちましたか？持った人は、そのグッズ名を教えてください。
大部分の人が厄年の時に厄除けグッズを持たなかった。厄除けグッズを持ったと答えた人
の厄除けグッズ名は、お守り（⚘名）、お札（⚓名）、ハンカチ（⚒名）、猿はじき（⚑名）の
順であった。
⚑⚐）．厄年の時に謹慎していることを教えてください。
厄年の時に特に謹慎していないとの答えがほとんどであった。厄年の時に謹慎していると
の答えは、無理をしないこと（⚓名）、健康に気をつけること（⚑名）、何事にも注意（⚑名）、
生活を規則正しく（⚑名）、家を建てること（⚑名）、静かにしていること（⚑名）、タバコ
（⚑名）の順であった。
⚑⚑）．厄年は、「数え年」か「満年齢」で計算しますか。どちらですか。
「数え年」と答えた人は、⚔⚑名（⚗⚑．⚙％）に対して「満年齢」と答えた人は、⚘名（⚑⚔％）
であった。一方、「両方とも」と答えた人は、⚓名（⚕．⚓％）で無記入は、⚕名（⚘．⚘％）で
あった。ほとんどの人は、厄年は、「数え年」と考えているが、⚑番目の厄年の年齢に関する
質問の結果のように多くの人は厄年の年齢について混乱していることが明らかである。明治
政府が太陽暦を採用して旧暦明治⚕年⚑⚒月⚓日を新暦明治⚖年⚑月⚑日にして「年齢計算に
関する法律」を制定したが、古くから厄年儀礼は、数え年が使われてきた。政府及び各地の
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寺・院が厄年の年齢について「数え年」と「満年齢」をはっきり統一していないのは、混乱
の元である。
おわりに：
宝恵駕篭道中行列実行委員別所孝雄は「厄参りは、人生の節目となる厄年に、両親や家族
と一緒にお参りし、互いの幸せや長寿を祈るもの。道中行列を家族の絆を深める機会にした
い」と述べた。地域社会及び家族人間関係が極めて希薄になってきた現代社会では、道中行
列を通して相互関係を再確認することができる。
一方、年間で岡寺山継松寺で厄年の祈祷を受ける人は約⚘，⚐⚐⚐人がいるが、「初午大祭」三
日間のみで約⚓，⚐⚐⚐～⚔，⚐⚐⚐人が厄払いを行っている。それ以外に三日間の参拝者や祭りを見
に来る観客は、約⚘万～⚑⚐万も数えられる。地域の活性化に高い効果をもたらしていること
は明らかである。
宝恵駕篭道中行列の国内外宣伝にあたって岡寺のホーム頁、Youtube及び［facebook］、
「mixi」などのソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）をもっと活用すること。ま
た、厄年に当たる有名な女子スポーツ選手、タレント、女優、俳優などをも招待して宝恵駕
篭に乗ってもらうことも行事を盛り上げる一つ方法であると思われる。そして、愛染まつり
における愛嬌娘コンテストと同じように「ミス厄払い娘」のようなコンテストを開催するこ
とも良いと考えられる。
その他、宝恵駕篭道中行列の開催日は、⚓月初めの初午と決めているが、必ずしも土日か
祭日とは限らない。そのため、宝恵駕篭道中行列を手伝っているスタッフの確保は困難と
なっている。特に宝恵駕籠の担ぎ手は現役の高校生たちである。現代社会では、過去の農村
社会と異なって平日では、一般の人は、会社や学校などに通っているため、土日か祭日しか
時間の余裕がない。初午に最も近い土日か祭日を開催日として固定すればスタッフや参加者
が参加しやすくなると思われる。
現在では、宝恵駕篭道中行列の主役は、厄年の女性となっているが、厄年の男性も行列に
参加してもらうと「厄参り」の活動をもっと拡大することができると期待される。例えば、
厄年の男性（⚒⚕，⚔⚑，⚔⚒，⚔⚓，⚖⚑歳）が高校生の代わりに宝恵駕篭を担ぐことを担当しても
らい、実行委員会にも加えてもらうことなどである。このように演出の工夫（歩く行列以外
のパフオーマンス）、開催日の日時問題、厄年の男性の役割、着物の姿を綺麗に表現できる歩
き方の指導、行政側の強い支援（特に活動経費、交通整理など）などは今後の課題となる。
厄年は、人生の死生観における一つ大きな転換期にさしかかっているため、厄年払い儀礼
によって過去を断ち切り、人生を立て直して再出発することができると考えられている。特
に古くから日本人の宗教観に神社との結びつきが根強く働いてきたのは、ケガレ意識であ
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る。そのため、ケガレ払いを転じる厄年儀礼は、今日でも日本社会の中で盛んに行われてい
る。川崎大師、西新井大師、佐野大師という「関東厄除け三大師」が、全国でも有名である
ことは、その一例である。一方、厄年儀礼と祭りが結び付いた宝恵駕篭道中行列は、通過儀
礼（厄払い儀礼）の再教育のみではなく、地域の活性化、着物の振興、地域共同体（檀家、
地元の人々及び自冶団体など）の連携、文化の保存・伝承、宗教心の強化、地域活動の広報、
経済効果などに大いに期待されるだろう。以上のように日本人の日常生活にとって最も重要
な存在と位置されている祭りと厄年儀礼を活性化すれば、地域の振興に繋げていけるのでは
ないかと思われる。本調査結果が、少しでも東日本大震災の復興政策の参考になれれば、幸
いである。
参考写真：
（縁起物：ねじりおこし） （ハンカチを竹かごに投げ入れて厄落とす）
（松阪厄まいり宝恵駕篭道中行列） （縁起物：猿はじき）
（松阪厄まいり宝恵駕篭道中行列） （松阪厄まいり宝恵駕篭道中行列）
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YU, Ming-Hwang
Abstract:
In recent years, the trend of declining birthrate and depopulation has afected the local 
economy in the rural parts of Japan. Most local governments are now looking for a solution 
to attract tourists and businesses to drive the economy. One of the methods includes the 
introduction of local festivals to improve the local economy.
This paper wil cover how local festivals can contribute to the boosting of local economy 
with the hoe palanquin as a case study. The festival with the hoe palanquin is one of the 
rituals that is observed by locals in Matsusaka City to get rid of the bad luck for the year.
Through the case study, it is observed that though traditional customs are disappearing as 
a result of modernization, there is a strong consciousness of local festivals among the local 
people. Many local governments leverage on this strong consciousness to revive traditional 
festivals which would then help to boost the weakening local economy.
Measures to Boost the Local Economy of Matsusaka 
City, Mie Prefecture
– Rituals to Rid of Bad Luck for the Year : Hoe 
palanquin to drive out evil spirits
